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住⺠健診における不完全瞬⽬率 
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⽬的：平⼾度島健診において、不完全瞬⽬率（IBR）の特徴を明らかにし、それに影響を与える因⼦の検
討を⾏うこと 
対象と⽅法：対象は⻑崎県平⼾市度島の全島⺠のうち LipiView（Johnson & Johnson) 
で IBR を測定できた 356 名 701 眼(男性 133 名、⼥性 223 名、平均年齢 55.5 ± 22.4 歳)。全⾝疾患、ライ
フスタイル、眼症状について問診し、涙液関連パラメータを評価し、IBR の年齢性別特異曲線 GAM 解析
を⾏い、混合効果モデル解析(18 歳以上)によりそれらに影響を与える因⼦の検討を⾏った。 
結果：IBR は 0.40±0.41%だった。年齢が若いほど IBR が⾼かった（p=0.015）。男性は 10 歳以下で IBR
が最も⾼く 0.511±0.04%で、⼥性は 20 代から 50 代がピークで IBR は 0.50%程度だった。男⼥とも 70
代以上で 0.311±0.028%と IBR が低かった。IBR に影響を与える因⼦としては外にいる時間が⻑いほど
PB が少ない（p=0.036）、VDT 時間が⻑いほど PB が多い（p=0.036）、TV の時間が⻑いほど PB が少な
い（p=0.022）。アイメイクしているほど PB が多かった（p=0.006）。 
結論：PB は男⼥ともに若い世代のほうが⾼いことからアイメイクや VDT 時間などライフスタイルとの
関連が強く⽰唆された。 
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